
　

❶ 

「
離
島
発
！
地
域
再
生
へ
の
挑
戦

～
最
後
尾
か
ら
最
先
端
へ
～
」　　

（
講
師
：
大
江
和
彦
氏
）　

　（
１
）
島
存
続
の
危
機
！

　

昭
和
25
年
頃
約
７
，
０
０
０
人
近
く
い
た
人
口

も
、
平
成
22
年
10
月
の
国
勢
調
査
で
は
２
，
３
７
４

人
に
減
少
し
、
世
帯
数
は
１
，
０
５
２
、
高
齢
化
率

は
39
％
。
ま
た
、
離
島
振
興
法

等
に
よ
る
公
共
事
業
に
よ
り
、

社
会
資
本
は
整
備
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
の
地
方
債
は
膨
ら

み
、
起
債
残
高
は
平
成
13
年
度

末
の
ピ
ー
ク
時
点
で
１
０
１
．

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
の
大
合
併
の
嵐
」
は

海
士
町
に
も
例
外
な
く
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
島
同
士
の

合
併
は
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト

が
活
か
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

覚
悟
の
単
独
町
制
を
決
断
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
直
後
の
小

泉
内
閣
に
よ
る
「
三
位
一
体
の

改
革
」
に
よ
り
、
町
税
に
匹
敵

す
る
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
島
存
続
の
危
機
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
16
年
１
月
、
住
民
代
表
50
名
と
行
政

側
が
守
り
（
行
財
政
改
革
）
と
攻
め
（
産
業
創
出
、
外

貨
獲
得
、
活
性
化
）の
改
革
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、

同
年
３
月
に
「
海
士
町
自
立
促
進
プ
ラ
ン
」
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

第35回政策研究セミナー
離島発！地域再生への挑戦
～最後尾から最先端へ～の開催報告

研究員　渡部　卓

　平成24年11月9日㈮、松山市の愛媛県身体障害者福祉センターにおいて、第35回政策研究セミ
ナーを開催しましたので、その概要をお知らせします。第１部「講演」では、島根県海

あ

士
ま

町
ちょう

産業創出課
長の大江和彦氏をお招きし、「離島発！地域再生への挑戦～最後尾から最先端へ～」をテーマに講演し
て頂きました。そして第2部「対談」では、当財団理事の愛媛大学法文学部長の宮崎幹郎氏と大江氏に
講演内容を受けた対談を行って頂きました。

第1部「講演」の様子

（
２
）
守
り
の
戦
略

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
、
役
場
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト

を
断
行
し
た
結
果
、　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
国
家

公
務
員
の
給
与
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
給
与
割

合
）＝
７
２
．
４（
全
国
最
低
値
）と
な
り
、
そ
の
他
、

議
員
報
酬
カ
ッ
ト
等
も
加
え
る
と
平
成
17
年
度
の

人
件
費
削
減
効
果
は
約
２
億
円
に
及
び
ま
し
た
。
行

政
側
の
努
力
に
住
民
も
答
え
る
形
で
、
老
人
の
優
遇

さ
れ
て
い
る
町
営
バ
ス
等
の
料
金
を
一
般
並
み
に

引
き
上
げ
て
欲
し
い
旨
の
申
し

出
が
あ
る
な
ど
、
行
政
と
住
民
に

よ
る
危
機
感
の
共
有
が
で
き
ま

し
た
。

（
３
）
攻
め
の
戦
略

　

現
場
第
一
主
義
の
実
行
と
し

て
、
交
流
促
進
課
、
地
産
地
商

課
、
産
業
創
出
課
の
い
わ
ゆ
る
産

業
３
課
（
職
員
の
１
／
３
）
を
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
「
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ
ャ

セ
ン
タ
ー
」
に
移
動
し
、
休
日
・

正
月
に
か
か
わ
ら
ず
年
中
無
休

体
制
（
職
員
は
平
日
を
利
用
し
た

週
休
２
日
制
）
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
各
省
庁
の
あ
ら

ゆ
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
ま
し
た
が
、
こ
の
積
極

的
な
姿
勢
が
島
根
県
に
も
認
め
ら
れ
、
３
年
間
で

６
，
０
０
０
万
円
の
使
い
道
自
由
な
交
付
金
が
決

定
。
こ
の
交
付
金
に
よ
り
「
島
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

化
」
が
「
海
」「
潮
風
」「
塩
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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べ
、
海
岸
で
は
塩
水
を
飲
む
な
ど
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
子
牛
と
し
て
評
価
が
高
く
、
松
坂
牛
や
前
沢

牛
へ
と
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り
、
建
設

業
者
が
㈲
隠
岐
潮
風
フ
ァ
ー
ム
（
当
該
建
設
会
社

１
０
０
％
出
資
）
設
立
。
牛
を
育
て
る
草
と
稲
わ
ら

は
地
元
の
も
の
を
使
う
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
を

売
り
に
し
た
い
こ
と
か
ら
農
地
を
扱
う
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
農
地
法
の
規
制
に
よ
り
農
地
を
扱
う

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
「
潮
風
農
業
特
区
」
を
申
請

し
、
農
地
法
の
規
制
緩
和
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
「
島
生
ま
れ
、
島
育
ち
、
隠
岐
牛
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
現
在
４
名
が
移
住
し
繁
殖

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

（
６
）
キ
ー
ワ
ー
ド
「
塩
」

　

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
本
物
の
「
海
士
乃
塩
」
か
ら
始

ま
る
島
国
ら
し
い
産
品
づ
く
り
を
推
進
（
梅
干
・
塩

辛
・
干
物
）
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
海
士
乃
塩
」

を
活
用
し
た
伝
統
料
理
を
復
活
（
伝
統
製
法
・
自
然

食
品
・
加
工
品
）
し
、「
島
ら
し
い
食
育
」
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

❷ 

対
談
の
概
要
（
抜
粋
）

（
宮
崎
幹
郎
氏
：
大
江
和
彦
氏
）　

宮
崎
氏　

�

行
政
側
の
改
革
に
対
し
て
職
員
や
住
民

か
ら
の
反
対
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

大
江
氏　

�

島
に
仕
事
が
な
い
た
め
人
口
が
減
り
ま

す
。
人
口
が
減
れ
ば
行
政
職
員
や
一
般

の
商
店
も
仕
事
が
な
く
な
る
、
と
い
う
認

識
を
行
政
と
住
民
が
共
有
し
、
改
革
を
進

（
４
）
キ
ー
ワ
ー
ド
「
海
」

　

第
１
弾
と
し
て
、
よ
そ
者
の
視
点
か
ら
生
ま
れ
た

「
島
じ
ゃ
常
識
さ
ざ
え
カ
レ
ー
」
は
島
の
食
文
化
を

商
品
化
し
て
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
商
品
開

発
研
修
生
制
度
に
よ
る
「
よ
そ
者
」
の
発
想
と
視
点

で
、
特
産
品
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
至
る

ま
で
、
地
域
資
源
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
商
品
化
に
挑

戦
す
る
制
度
の
代
表
作
で
す
。

　

第
２
弾
は
、
種
苗
の
生
産
か
ら
育
成
・
販
売
ま
で

一
貫
生
産
を
目
指
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
地
元
漁

師
が
協
力
し
て
、「
隠
岐
海
士
の
い
わ
が
き
・
春
香
」

の
養
殖
に
成
功
。
春
か
ら
初
夏
限
定
で
、
築
地
市
場

や
首
都
圏
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
で
大
ヒ
ッ
ト
中
で

す
。

　

最
後
は
産
業
振
興
の
運
命
を
懸
け
、
町
が
５
億
円

を
投
じ
て
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
急
速
冷
凍
装
置
）
と
い
う
新
技

術
を
導
入
し
ま
し
た
。
海

産
物
の
細
胞
を
壊
す
こ
と

な
く
、
新
鮮
な
ま
ま
保
存

が
可
能
と
な
り
、
離
島
の

流
通
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し

ま
し
た
。

（
５
）キ
ー
ワ
ー
ド「
潮
風
」

　

以
前
か
ら
子
牛
の
畜
産

は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
屠
畜
場
が
な
い
た
め

に
肉
牛
ま
で
育
て
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

海
士
の
子
牛
は
潮
風
を

た
っ
ぷ
り
浴
び
た
草
を
食

め
ま
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
改
革
前
に

勢
い
が
小
さ
く
な
り
立
ち
消
え
す
る
と

こ
ろ
を
、
新
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
加
わ
り
、
住
民
も
「
改
革
の
結
果
を
見

て
み
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
厳
選
さ
れ
た
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
加
わ
り
、
人
口
が
減
少
傾
向
に
は
あ
る

も
の
の
、
若
者
が
増
え
活
気
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、
住
民
も
認
め
て
く
れ
、
職
員

の
反
発
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
崎
氏　

�

施
設
整
備
の
資
金
調
達
に
は
苦
労
し
ま

し
た
か
？

大
江
氏　

�

積
極
的
な
事
業
で
あ
れ
ば
国
や
県
も
事

業
計
画
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

の
で
、
難
し
い
と
い
う
印
象
は
無
い
で

す
。

宮
崎
氏　

�

Ｉ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
補
助
の
内
容
と

採
用
基
準
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
。

大
江
氏　

�

産
業
創
出
課
の
場
合
、
３
年
間
15
万
円
／

月
の
生
活
保
障
を
は
じ
め
、
農
地
・
農
機

具
の
用
意
、
親
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
全

て
町
が
お
世
話
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

�　

社
会
で
の
経
験
が
な
い
新
卒
者
は
採

用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
島
ま
で
の
交
通
費

は
移
住
希
望
者
が
負
担
し
、
島
で
の
滞
在

費
用
（
寝
食
、
移
動
等
）
は
全
て
役
場
持

ち
と
い
う
条
件
で
、
必
ず
島
に
来
て
現
状

を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
何
度
も
島
を
見

に
来
る
方
の
中
か
ら
「
こ
の
人
な
ら
」
と

判
断
す
れ
ば
、「
土
日
こ
そ
早
起
き
す
る
」

等
、
島
で
の
生
活
の
秘
訣
な
ど
を
伝
え
、

覚
悟
を
確
認
し
た
上
で
採
用
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

第2部「対談」の様子（右:大江氏、左:宮崎氏）
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